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将
来
に
夢
や
希
望
が

　
　
　
　

持
て
る
ま
ち
に

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
く
希
望
に
満
ち
た
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
20
年
に
一
度
の
御
遷
宮
と
い
う
こ
と
で
、
夏

に
は
お
白
石
持
行
事
が
、
10
月
に
は
遷
御
の
儀
が
執
り
行

わ
れ
、
１
３
０
０
万
人
を
超
え
る
多
く
の
観
光
客
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
大
変
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
年
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
伊
勢
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
に
新
た
に
２
面

の
ピ
ッ
チ
が
オ
ー
プ
ン
し
た
ほ
か
、
宿
泊
施
設
や
店
舗
の

新
規
出
店
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
の
開
始
な
ど
、
民
間
の

お
力
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
す
こ
と
が

で
き
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
お
白
石
持
行
事
で
は
、
全
国
か
ら
７
万
人
を

超
え
る
特
別
神
領
民
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ

ま
も
、
神
領
民
と
し
て
奉
献
す
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
・
方
法
で
「
お
も
て
な
し
」
の
心
を
持
っ
て
お
迎

え
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
至
る

所
で
そ
の
心
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
今
後
は
、
こ
の
力
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
と
、
大
変
心
強
く
思
い
ま
す
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
誘
致
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
以
降
、「
お

も
て
な
し
」
と
い
う
言
葉
に
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。
古

来
か
ら
根
付
く
伊
勢
の
「
お
も
て
な
し
」
は
、
ど
こ
に
も

負
け
な
い
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
「
お
も
て
な
し
」

の
心
を
も
っ
て
、
今
年
は
、「
世
界
の
伊
勢
」
に
向
け
、
伊

勢
の
魅
力
を
世
界
へ
発
信
し
、
国
内
外
を
問
わ
ず
、
多
く

の
皆
さ
ま
を
お
迎
え
で
き
る
体
制
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
昨
年
は
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
整
備
な
ど
、

安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
進
め
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
、
津
波
対
策
・
災
害
時
要

援
護
者
へ
の
支
援
な
ど
、
防
災
機
能
の
強
化
に
取
り
組
む

ほ
か
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、

地
域
医
療
お
よ
び
教
育
環
境
の
充
実
、
地
域
に
お
け
る
市

民
主
導
の
自
治
の
推
進
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が

あ
ふ
れ
、
幸
せ
に
年
齢
を
重
ね
ら
れ
る
「
笑
子
・
幸
齢
化
」

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
恵
ま
れ
た
自
然
や
悠
久
の
歴
史
・
文
化
を
守
り
、

将
来
に
夢
や
希
望
が
持
て
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
ご
理
解
・
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
健
や
か
で
幸
多
き
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

伊
勢
市
長　

鈴
木 

健
一

新春のごあいさつ
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秘書課（☎㉑5504）

伊勢市民功労賞・スポーツ賞
市勢の発展に尽力した
功労者を表彰

　

11
月
２
日
、
日
頃
か
ら
市
勢
の
発
展
に

尽
力
し
、
功
績
の
あ
っ
た
19
人
と
３
団
体

を
「
伊
勢
市
民
功
労
賞
」
に
、
全
国
的
な

規
模
で
行
わ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
競
技
に
お
い

て
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
２
人
を
「
伊
勢

市
民
ス
ポ
ー
ツ
賞
」
に
表
彰
し
ま
し
た
。

（
順
不
同
）

◆多年民生委員推薦会委員として社会福祉の向上
　に寄与した
　濱口主一さん（津村町）

◆多年民生委員・児童委員として社会福祉の向上
　に寄与した
　坂村春美さん（小俣町相合）

◆多年公平委員会委員として公正な人事行政の確
　立に尽力した
　北岡雅之さん（楠部町）

◆多年行政相談委員として行政相談の解決・実現
　に尽力した
　浦圭子さん（中之町）

◆多年市議会議員として市政の振興に寄与した
　杉村定男さん（大湊町）
　小山敏さん（大世古４丁目）
　上田修一さん（辻久留３丁目）
　福井輝夫さん（二見町西）
　西山則夫さん（常磐１丁目）
　黒木騎代春さん（大倉町）
　長田朗さん（宇治今在家町）
　山根隆司さん（宮川２丁目）
　藤原清史さん（宮後３丁目）
　品川幸久さん（一之木３丁目）
　廣耕太郎さん（上野町）
　𠮷岡勝裕さん（小俣町元町）
◆スポーツによる誘客と健康増進のために多額の
　寄贈をした
　株式会社赤福（宇治中之切町）

◆省エネルギーの推進と環境保全のために多額の
　寄贈をした
　京セラ株式会社三重伊勢工場（下野町）

◆伊勢市育英基金へ多額の寄付をした
　神都ライオンズクラブ（岩渕１丁目）

◆防災対策のために多額の寄贈をした
　鳥羽八太郎さん（大湊町）

◆市立伊勢総合病院医師・看護師奨学基金へ多額
　の寄付をした
　橋本久俊さん（宇治浦田３丁目）
　吉川貞夫さん（一色町）

◆第97回日本陸上競技選手権大会女子5000ｍな
　らびに第68回国民体育大会成年女子5000ｍで
　優秀な成績を収めた
　尾西美咲さん（千葉県柏市）

◆天皇賜盃第82回日本学生陸上競技対校選手権大
　会女子100ｍならびに400ｍリレーで優秀な成
　績を収めた
　世古和さん（茨城県つくば市）
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２月17日㈪から、市・県民税の申告と所得税の確定申告の受け付けが始まります。
申告書の書き方が分からない人は、市・県民税の申告相談会場や確定申告会場をご利用ください。

２月17日㈪

市・県民税の申告について…課税課市民税係（☎㉑5534）
所得税の確定申告について…伊勢税務署（☎㉘3191〔自動音声案内〕）

市・県民税の申告と
所得税の確定申告

から受け付け開始

　

平
成
26
年
度（
平
成
25
年
分
）

の
所
得
に
係
る
市
・
県
民
税
の

申
告
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま

す
。

　

申
告
書
の
書
き
方
が
分
か
ら

な
い
人
は
、
申
告
相
談
会
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る

場
合
は
、
市
・
県
民
税
の
申
告

は
不
要
で
す
。 市

・
県
民
税
の
申
告

申
告
相
談
メ
イ
ン
会
場

　

申
告
相
談
メ
イ
ン
会
場
で
は
、

市
・
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

の
相
談
を
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
場
で
申
告
書
を
作
成
し
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
き　

２
月
17
日
㈪
〜
３
月
17

日
㈪（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）、

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
な
る

べ
く
午
後
４
時
ま
で
に
入
場
し

て
く
だ
さ
い
）

と
こ
ろ　

い
せ
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
北
館（
い
せ
シ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
）・
２
階

申
告
相
談
サ
ブ
会
場

　

申
告
相
談
メ
イ
ン
会
場
へ
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
人
の
た
め
、

簡
易
な
申
告
を
対
象
に
、
各
総

合
支
所
・
各
支
所
管
内
で
巡
回

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
日
程
・
場
所
な
ど
詳
し
く
は
、

「
広
報
い
せ
」
２
月
１
日
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市税の申告は
　　ｅ

エ ル タ ッ ク ス

ＬＴＡＸで！

事業主の皆さんへ

　ｅＬＴＡＸとは、インターネットを利用して、地方税に

関する手続きができるシステムです。

対象
・・給与支払報告書・特別徴収に関する手続き

・・法人市民税申告書・設立異動届

※電子申告を初めて利用する場合は、ｅＬＴＡＸのホー

　ムページ（ http://www.eltax.jp/）から届け出を行って
　ください。

※詳しくは、ｅＬＴＡＸのホームページをご覧いただくか、

　ヘルプデスク（☎0570・081459、ＩＰ電話などの場合
　は☎045・759・3931）へ問い合わせてください。

申告はお早めに
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　e-Tax とは、インターネットを利用して、国税に
関する申告・納税・申請・届け出などができるシス

テムです。

　国税庁のホームページの「確定申告書等作成コー

ナー」でe-Tax を利用するための初期登録ができ、
作成した申告データをそのままe-Tax で申告するこ
とができます。

　画面の案内に従って金額を入力すれば税金が自動

計算されるなど、大変便利ですので、ぜひご利用く

ださい。また、申告に関するＱ＆Ａも掲載していま
すので、自宅で申告書を作成する場合や、手書きで

申告書を作成する場合にもご利用ください。

■e-Taxの特長
・・医療費の領収書や源泉徴収票などの添付を省略で

　きる（ただし、確定申告期限から５年間は、書類の

　提出または提示を求められることがあります）

・・還付申告が早く処理される

　

確
定
申
告
書
の
書
き
方
が
分

か
ら
な
い
人
は
、
確
定
申
告
会

場
、
ま
た
は
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.nta.go.jp/

）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
還
付
申
告
書
は
１
月
１
日
㈷

か
ら
提
出
で
き
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告

確
定
申
告
に
関
す
る
お
知
ら
せ

・・
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得

を
有
す
る
人
で
、
公
的
年
金
等

の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以

確
定
申
告
会
場

確
定
申
告
会
場
で
は
、
パ
ソ

コ
ン
を
利
用
し
て
確
定
申
告
書

を
作
成
し
、
申
告
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
き　

２
月
17
日
㈪
〜
３
月
17

日
㈪（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）、

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
な
る
べ

く
午
後
４
時
ま
で
に
入
場
し
て

く
だ
さ
い
）

と
こ
ろ　

い
せ
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
北
館（
い
せ
シ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
）・
２
階

所得税の確定申告は

 e
イ ー タ ッ ク ス

-Taxで！
◆e-Tax利用開始のための手続き
①パソコン・インターネット環境などを準備する

②住民基本台帳カードを取得する（有効期限：発行日

　から10年間）
③電子証明書を取得する（有効期限：発行日から３年間）

④ＩＣカードリーダライタなどを取得・設定する

⑤開始届出書を提出し、電子証明書を初期登録する

　（オンラインで可能）

◆住民基本台帳カード・電子証明書取得の申
　請に必要な物
・・官公署発行の本人の写真付き身分証明書（運転免許

　証・パスポートなど）１点＋官公署発行の本人の写

　真付きでない身分証明書（健康保険証・介護保険証

　など）１点

※上記の物を持っていない場合は、戸籍住民課へ問

　い合わせてください。

・・発行手続料1,000円（住民基本台帳カード500円、　
　電子証明書500円）
・・印鑑

問い合わせ先
・・住民基本台帳カード・電子証明書について…戸籍

　住民課（☎㉑5547）
・e-Tax による申告、利用開始のための手続きにつ
　いて…伊勢税務署（☎㉘3191）

下
、
か
つ
そ
の
他
の
所
得
が
20

万
円
以
下
の
人
は
、
所
得
税
の

確
定
申
告
が
不
要
で
す
。
こ
の

場
合
で
も
、
所
得
税
の
還
付
を

受
け
る
た
め
に
は
、
確
定
申
告

書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
源
泉
徴
収
票
に
記

載
さ
れ
て
い
な
い
控
除
が
あ
れ

ば
、
市
・
県
民
税
の
申
告
を
す

る
こ
と
で
税
額
が
軽
減
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

・・
市
・
県
民
税
を
特
別
徴
収（
給

与
天
引
き
）さ
れ
て
い
る
人
で
、

給
与
以
外
の
所
得
が
あ
る
人

は
、
給
与
以
外
の
所
得
に
係
る

市
・
県
民
税
を
普
通
徴
収（
個

人
納
付
）
と
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
確
定
申
告
書
第
二
表
の

住
民
税
に
関
す
る
事
項
の
「
給

与
・
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得

以
外（
平
成
26
年
４
月
１
日
に

お
い
て
65
歳
未
満
の
人
は
給
与

所
得
以
外
）
の
所
得
に
係
る
住

民
税
の
徴
収
方
法
の
選
択
」
欄

で
「
自
分
で
納
付
」
を
選
択
し

て
く
だ
さ
い
。

国税庁e-Taxキャラクター「イータ君」
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形
成
外
科
で
は
、
体
表
面
の

形
態
異
常（
多た

指し

症
し
ょ
う

・
小

し
ょ
う

耳じ

症
し
ょ
う

な
ど
）
や
外
傷
、
あ
ざ
、
手
術

後
の
傷
痕
や
変
形
な
ど
を
対
象

と
し
た
治
療
の
ほ
か
、
皮
膚･

皮
下
腫
瘍
、
眼が

ん

瞼け
ん

下か

垂す
い

の
治
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
美
容
外
科
と
し
て
、

ピ
ア
ス
穴
の
形
成
、
脱
毛
、
染

み
の
レ
ー
ザ
ー
治
療
、
ケ
ミ
カ

ル
ピ
ー
リ
ン
グ（
薬
品
な
ど
を

使
っ
て
皮
膚
表
面
を
は
ぎ
取
り
、

新
し
い
皮
膚
を
形
成
さ
せ
る
美

容
法
）、
フ
ォ
ト
フ
ェ
イ
シ
ャ

ル（
皮
膚
に
光
を
当
て
て
皮
膚

を
再
生
さ
せ
る
治
療
）
に
よ
る

肌
質
改
善
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
科
の
診
療
で
多
い
疾
患

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
血
管
腫（
赤
あ
ざ
）

　

主
に
、
い
ち
ご
状
血
管
腫
、

単
純
血
管
腫
が
あ
り
、
レ
ー
ザ

ー
治
療
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
母ぼ

斑は
ん（
青
あ
ざ
、
茶
色
い
あ

ざ
、
黒
あ
ざ
な
ど
）

　

主
に
、
異い

所し
ょ

性せ
い

蒙も
う

古こ

斑は
ん

、
外

傷
性
色
素
沈
着
症
、
扁へ

ん

平ぺ
い

母
斑

が
あ
り
、
レ
ー
ザ
ー
治
療
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

※
レ
ー
ザ
ー
治
療
は
、
生
後
１

カ
月
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
開
始
で

き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
血
管
腫
や
母
斑
の
種
類
に
よ

っ
て
は
、
手
術
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

■
皮
膚
・
皮
下
腫
瘍（
で
き
も

の
な
ど
）

　

ほ
く
ろ
、
い
ぼ
、
粉ふ

ん

瘤
り
ゅ
う（
腫

れ
も
の
）
な
ど
、
多
く
の
種
類

が
あ
り
ま
す
。
良
性
の
も
の
が

多
い
で
す
が
、
時
間
の
経
過
と

と
も
に
形
や
性
質
が
変
化
し
て

診
療
科
紹
介
！

形
成
外
科

伊
勢
総
合
病
院
シ
リ
ー
ズ
⑬

伊
勢
総
合
病
院
シ
リ
ー
ズ
⑬

伊
勢
総
合
病
院
シ
リ
ー
ズ
⑬

伊
勢
総
合
病
院
シ
リ
ー
ズ
⑬

伊
勢
総
合
病
院
シ
リ
ー
ズ
⑬

伊
勢
総
合
病
院
シ
リ
ー
ズ
⑬

愛
情
と
誇
り
を
持
て
る

　
　

  
病
院
を
目
指
し
て

愛
情
と
誇
り
を
持
て
る

　
　

  
病
院
を
目
指
し
て

悪
性
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

多
く
の
場
合
は
手
術
治
療
と
な

り
ま
す
。

■
眼
瞼
下
垂

　

眼
瞼
下
垂
と
は
、
黒
目
の
半

分
程
度
が
上
ま
ぶ
た
に
隠
れ
て

い
る
状
態
を
言
い
ま
す
。
手
術

で
上
ま
ぶ
た
の
緩
ん
だ
皮
膚
や

筋
肉
を
縫
い
縮
め
る
こ
と
が
多

い
で
す
が
、
下
垂
の
原
因
や
程

度
に
よ
っ
て
は
、
別
の
方
法
で

手
術
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
外
傷
直
後

の
傷
口
の
処
置
、
陥か

ん

入
に
ゅ
う

爪そ
う

な
ど

で
受
診
す
る
人
や
、
よ
り
高
度

な
専
門
的
治
療
が
必
要
な
人
が

相
談
と
い
う
形
で
受
診
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
気
に
な
る
こ

と
が
あ
れ
ば
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　寒さの厳しい冬は、ホットカーペット、使い

切りカイロ、湯たんぽ、電気あんか、電気毛布、

電気こたつなどが活躍する季節です。これら

は、熱過ぎず、気持ちよく体が温まる優れ物で

すが、使い方を誤ると「低温やけど」になるた

め、正しく使うことが大切です。

　私たちの体は、例えば、手が火に触れたりす

ると「熱い！」と反応し、すぐに手を離すため、

万一やけどを負ったとしても、皮膚の深い所ま

でやけどが及ぶことはそれほどありません。

　しかし、体温より少し高くて「温かくて気持

ちいい」程度の物に長時間触れていると、熱さ

や痛みを感じないまま、低温やけどになってし

まうことがあります。

　気付いたときには、皮膚の深い所までやけど

低温やけどにご注意特集
が進み、最悪の場合、皮下組織が壊れてしまう

こともあります。皮下組織が壊れると感染症に

かかりやすくなり、入院が必要となることもあ

ります。見た目は軽症でも、実は重症というこ

ともあるので、早めに医療機関を受診しましょ

う。

＜低温やけどにならないために＞
・・電気こたつに入ったままやホットカーペット

　の上で眠らないようする

・・湯たんぽや電気あんかは、就寝前に早めに布

　団に入れておいて布団を温めておき、就寝時

　は布団から出す

・・電気毛布は早めにセットして、就寝時には電

　源を切るか、1～2時間で切れるようにタイ
　マーをセットする

伊
勢
総
合
病
院
（
☎
㉓
５
１
１
１
）

8広報いせ ●平成26年１月１日号
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伊勢市行政チャンネル

広報広聴課（☎㉑5515）

特集番組
　市の重要課題や市政に関する情報
を、リポーターの進行により担当職員
の解説を交えながらお伝えします。
1/1～31　市長インタビュー（16日
からは文字解説付き）

放送時間　午前６時・8時・11 時・
午後1時・4時・6時・9時・11時～

（デジタル123ch）

番組制作・放送予算額〔平成25年度〕
2,453 万 3千円

アイティービーコミュニティチャンネル
 ㈱アイティービー（☎0120・270・089）

アイティービー・トピックス
 ・ ・月 ･水・金曜日の午前7時に更新し、
　奇数時間の0分から放送します。
※毎週日曜日は1週間のニュースをま
　とめてお伝えします。
※年始は１月６日から放送。

企画番組など（内容が更新される週
を掲載しています）

1/6 ～ 12 伊勢音楽堂、歴史街道、横
井三千のお店にGo!、Z－NAVIGATION
1/13 ～ 19 日本の暮らしのぞき箱、
この店行っとこっ！、もっと！水の惑
星紀行、近場ぐるっと FOODハンター
1/20 ～ 26 年寄万歳～百歳になった
ら～、放課後クラブ、宮川インフォメー
ション、ナナちゃんのお店紹介、歴史
街道　1/27 ～ 2/2 ぐるぐるグルメ、
美し国の時間、ひよこくらぶ
※ 12 月 30 日～ 1 月 5 日は一年の人
　気番組をアンコール放送。

（デジタル121ch）

おしらせ番組
　各課からのお知らせや市民活動団体・

ボランティア団体の情報、「桂三
サンシャイン

輝の伊
勢で一席」などをお伝えします。（毎週
土曜日更新）
放送時間　午前7時・9時・正午・午
後 2 時・5 時・7 時・10 時・翌日午
前0時～

ケーブルテレビ番組案内

2014 年 元日ニュース （20分番組） 
　　新年を迎えた各地区の様子を放送し
ます。
放送日時　1月 1日㈷、午後1時・3時・
5時～

2014年 新春知事対談 （30分番組） 
　　防災・地域医療・交通など、三重県
が抱える幾多の課題から見出す 2014
年の展望は？　児玉克哉三重大学副学
長が鈴木英敬知事に問う。
放送日時　1月 1日㈷～ 3日㈮、午後
1時 30分・3時 30分・5時 30分～

約１万人が師走の伊勢路を楽しむ
2013  中日三重お伊勢さんマラソン

美し国おこし・三重 （30分番組） 　
　　皆さんの地域づくり活動を応援する
番組。地域の課題解決に向けた取り組
みなどを行う住民主体の自発的な地域
づくり団体「パートナーグループ」の
活動を紹介します。
放送日時　1月 18日㈯・19日㈰・25
日㈯・26 日㈰、午後 4 時 30 分・10
時 30分～

けーぶるにっぽん （30分番組） 　　　　
　　ジャパンケーブルネット㈱が制作し
た「神奈川・鎌倉　受け継ぐ友禅から
新たなる世界へ」を放送します。鎌倉
で友禅の技を受け継ぐ若き女性作家・
坂井三智子さんの技に迫る。
放送日時　1月 11 日㈯・12 日㈰、午
後4時 30分・10時 30分～

　12月 7日・8日に「2013 中日三重お伊勢さん
マラソン」が開催され、ウォークの部・ランニン
グの部を合わせて約 1万人が参加し、師走の伊勢
路を楽しみました。参加・応援していただいた皆
さま、ありがとうございました。
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伊勢警察署長
栃木新一

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

ご
家
族
と
共
に
す
が
す
が
し
い

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
は
、
防
犯
活
動

や
交
通
安
全
活
動
な
ど
、
警
察

行
政
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
、
昨
年
の
治

安
情
勢
と
本
年
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
申
し
述
べ
ま
す
。

　

ま
ず
、
犯
罪
情
勢
に
つ
い
て

は
、
平
成
25
年
は
１
３
０
０
件

台
と
、
平
成
16
年
の
ピ
ー
ク
時

の
半
数
以
下
に
抑
止
す
る
こ
と

伊
勢
警
察
署
（
☎
⑳
０
１
１
０
）

ミーポくん

が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
依
然
と
し
て
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
振
り
込
め
詐

欺
や
、
子
ど
も
や
女
性
に
対
す

る
犯
罪
が
多
発
す
る
な
ど
、
社

会
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
人
が

被
害
を
受
け
る
事
例
が
後
を
絶

た
ず
、
地
域
住
民
の
不
安
を
解

消
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
、

三
重
県
警
察
で
は
、「
県
民
と

共
に
築
く
安
全
で
安
心
な
三
重

の
実
現
」
を
本
年
の
基
本
方
針

と
し
、
関
係
機
関
や
地
域
住
民

の
皆
さ
ま
と
緊
密
な
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
犯
罪
の
抑
止
と
検

挙
を
強
力
に
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
交
通
情
勢
は
、
平
成

25
年
中
は
交
通
死
亡
事
故
が
前

年
を
大
幅
に
下
回
り
ま
し
た
が
、

依
然
と
し
て
高
齢
者
が
犠
牲
と

な
る
事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
交
差
点
な
ど
で
の

出
合
い
頭
事
故
や
追
突
事
故
が

多
発
し
、
飲
酒
運
転
に
起
因
す

る
事
故
も
後
を
絶
た
な
い
と
い

う
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
伊
勢
警
察
署
で

は
、
本
年
も
引
き
続
き
、
悪
質
・

危
険
な
交
通
違
反
の
取
り
締
ま

り
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
高

齢
者
な
ど
に
対
す
る
安
全
教
育

や
啓
発
活
動
に
取
り
組
み
、
交

通
事
故
の
な
い
、
安
全
で
安
心

な
交
通
社
会
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
は
、
第
62
回

神
宮
式
年
遷
宮
が
後
押
し
し
、

神
宮
へ
の
参
拝
者
が
１
３
０
０

万
人
を
超
え
、
各
種
事
件
・
事

故
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た

が
、
雑
踏
対
策
や
交
通
渋
滞
対

策
な
ど
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
大

き
な
事
件
・
事
故
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
本
年
も
相
当
数
の

参
拝
者
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
来
勢
者
は
も
ち
ろ
ん
、
地

域
住
民
の
安
全
と
安
心
を
確
保

す
る
た
め
の
諸
対
策
に
万
全
を

期
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

結
び
と
い
た
し
ま
し
て
、
地

域
住
民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
支

援
と
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
皆
さ

ま
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
い
、

希
望
に
あ
ふ
れ
た
年
と
な
り
ま

す
よ
う
、
心
か
ら
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎事件事故　緊急通報　１１０番
◎ご存知ですか？　警察相談　＃９１１０
　１１０番は緊急用の電話です。緊急の事件・事故以外の相談は、

伊勢警察署や警察総合相談電話「＃９１１０」（有料）をご利用ください。

１月10日は「１１０番の日」

広
告
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伊勢図書館

小俣図書館

時とき  所ところ  対対象  内内容
定定員  料料金  申申し込み

☎㉑ 0077　FAX ㉑ 0078

指定管理委託料  1 億 2,060 万円（平成 25年度）
入館者数  49 万 904 人（平成24年度）

☎㉙ 3900　FAX㉙ 3902

開館時間  午前９時～午後７時
休 館 日   毎週水曜日、第 2金曜日
　　　　　12月 29日㈰～１月４日㈯
　　　　　1月 17日㈮～26日㈰（特別整理期間）

開館時間  午前９時～午後７時
休 館 日   毎週火曜日、第 2金曜日
　　　　　12月 29日㈰～１月４日㈯図書館

行こう！
へ

 おはなし会
・・赤ちゃんおはなし会　１月９日㈭、午前11時～
・・たんぽぽおはなし会　１月11日㈯、午後３時～
・・ピッポの会・紙芝居　１月19日㈰、午前11時～
※いずれも場所は、１階・おはなしのへやです。

 図書館おはなし会＆工作
時１月25日㈯、午後3時～
所１階・おはなしのへや
対３歳～小学生（就学前の子どもは保護者同伴）
内おはなしの後、折り紙で「節分」にちなんだ工作を
します

 上映会
時１月18日㈯、午後2時～
所２階・視聴覚室
内「ライラの冒険　黄金の羅針盤」（日本語吹き替え、
113分）

 うまウマうまいもんカルタ大会 
時１月13日㈷、午後2時～
所２階・会議室
対小学生
内みんなから募集したカルタを使ってゲームをします

 脳にいいことN
ノ ー

oなこと
 ～子どもの脳とメディアとの関係～
時２月９日㈰、午後２時～３時30分（開場は午後1時45分）
所２階・会議室
対中学生以上
内メディア（ゲーム・テレビ・携帯電話など）が子ども
の脳に及ぼす影響についての話（講師：渡邊正博さ
ん〔一般社団法人日本小児科医会「子どもとメディ
ア」対策委員会委員、小児科医師〕）

定 30人（先着順）
申１月11日㈯・午前9時から、直接・電話で同館へ

 デイジー図書と再生機の利用について
　同館では、活字による読書が困難な人のために、デ
イジー図書（デジタル録音図書）とマルチメディアデイ
ジー図書（文字・音声・画像を同時に再生できる図書）
を所蔵しています。デイジー図書とマルチメディアデ
イジー図書、プレクストーク（再生機）は、貸し出しも
行っています。詳しくは、同館へ問い合わせてください。

 おはなし会
時１月11日㈯、午後２時30分～
所１階・おはなしコーナー
内絵本や紙芝居などの読み聞かせ

 上映会
時１月12日㈰、午後１時30分～
所２階・視聴覚室
内「1911」（日本語吹き替え、123分）

 駐車場整備工事のお知らせ
　伊勢図書館・福祉健康センターの駐車場整備工事
を行っています。工事に伴い、利用者の皆さんには
ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願い
します。
　なお、工事の終了は２月上旬を予定しています。

広
告
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3階2階1階

ト ピ ア だ よ り
生涯学習センターいせトピア（☎㉑0900）

　

い
せ
ト
ピ
ア
の
建
物
東
側
に

あ
る
第
２
駐
車
場
は
、
舗
装
工

事
の
た
め
、
２
月
末
ま
で
利
用

で
き
ま
せ
ん
。
ご
不
便
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
２
駐
車
場

舗
装
工
事
の
お
知
ら
せ

10:00～15:00
　・　・子ども講座作品展示
10:30～11:20、13:00～15:00
　・　・ぬりえコーナー
10:30～11:30、12:30～15:00
　・　・ゲームコーナー
11:00～11:30
　・　・音楽紙芝居

いせトピ ア

とき１月12日㈰ 10:00～15:00

10:30～11:20、13:00～15:00
　・　・ウッドアート
　　（こま、ひょうたん、創作）
　・　・でんでん太鼓作り
　・　・びっくり！コップ作り
　・　・飾りだこ作り
　・　・スタンプラリー
10:30～11:30、13:00～15:00
　・　・茶道体験
　・　・積んであそぼう
　・　・写真シール作り
　・　・マジック体験
10:30～14:30
　・・伝統工芸組みひも体験

10:00～10:20
　・・五十鈴中学校合唱部
　　（オープニングイベント）
10:30～11:30、13:00～15:00
　・・子どもピアニスト体験
　　（事前に応募した子どもの
　　ピアノ演奏）
11:30～12:30
　・・もちつき大会（先着500人）
　※ごみ減量のため、箸・皿を持参　
　 　してください。

　・・さをり織り体験
12:30～13:00
　・・人権擁護委員による紙芝居
13:00～
　・・災害時炊き出し訓練
　　〔ごはん・あったか汁〕
　　（先着300人）
　※なくなり次第終了。
　※ごみ減量のため、箸とおわんを　
　 　持参してください。

13:00～15:00
　・　・綿菓子コーナー（先着200人）
　※なくなり次第終了。
13:30～14:30
　・・かるた大会

指
定
管
理
委
託
料
〔
平
成
25
年
度
〕

　

７
８
０
０
万
円

利
用
者
数
〔
平
成
24
年
度
〕

　

約
17
万
４
千
人

　・　・各コーナーの参加者には体験済みスタンプを押し、スタンプ３つ
　　以上で、ポップコーンをプレゼントします（先着300人）
　・　・一部材料費が必要なコーナーがあります
　・　・工作などは、材料がなくなり次第終了します
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２
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰
に
、

毎
年
恒
例
の
「
伊
勢
市
生
涯
学

習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
い
せ
ト
ピ
ア
で
活

動
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
が
展
示

部
門
と
舞
台
部
門
に
分
か
れ

て
、
こ
の
１
年
間
の
活
動
の
成

果
を
発
表
す
る
場
で
す
。

　

今
回
は
、
伊
勢
市
生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
運
営
委
員
会

の
冨
川
康
子
委
員
長
に
話
を
聞

き
ま
し
た
。

い
せ
ト
ピ
ア
で
学
ぶ
こ
と
に
な

っ
た
き
っ
か
け
は
？

　

仕
事
を
辞
め
て
、
介
護
し
て

い
た
母
親
が
亡
く
な
っ
た
時

に
、
自
分
の
目
標
ま
で
見
失
っ

て
し
ま
い
、
そ
の
心
の
隙
間
を

埋
め
る
た
め
に
、
い
せ
ト
ピ
ア

の
講
座
を
思
い
つ
く
ま
ま
受
講

し
ま
し
た
。

　

最
初
は
、「
３
Ｂ
体
操
」
の

講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。
と
て

も
楽
し
か
っ
た
の
で
、そ
の
後
、

い
せ
ト
ピ
ア
で
活
動
し
て
い
る

サ
ー
ク
ル
の
「
３
Ｂ
体
操
ブ
ル

ー
ス
カ
イ
」
に
参
加
し
て
は
や

13
年
、
毎
回
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ

ン
ル（
分
野
）の
楽
し
い
音
楽
に

合
わ
せ
て
全
身
を
動
か
す
３
Ｂ

体
操
に
す
っ
か
り
は
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

無
理
の
な
い
適
度
な
運
動
は
、

体
に
と
て
も
良
い
し
、
何
よ
り

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
て
気
持
ち
が

良
い
ん
で
す
よ
。
そ
の
他
に
も

着
付
け
な
ど
い
く
つ
か
の
講
座

を
受
講
し
、
今
で
も
和
裁
や
着

付
け
な
ど
、
着
物
に
触
れ
合
う

こ
と
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
に
お
考
え
で
す
か
？

　

私
は
い
つ
も
、
学
生
時
代
の

ク
ラ
ブ
活
動
を
し
て
い
る
よ
う

な
気
分
で
楽
し
く
や
っ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
続
く
ん
で
す
よ
。

あ
ま
り
難
し
く
考
え
ず
に
、
気

楽
な
気
持
ち
で
、
い
ろ
い
ろ
な

分
野
に
積
極
的
に
参
加
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
ね
！

い
よ
い
よ
迫
っ
て
き
た
伊
勢
市

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

つ
い
て
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

大
勢
の
人
の
力
が
合
わ
さ
っ
て

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
せ
ト
ピ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
舞

台
担
当
・
青
木
さ
ん
や
展
示
担

当
・
笹
谷
さ
ん
は
、
運
営
委
員

会
の
資
料
作
り
や
各
サ
ー
ク
ル

と
の
連
絡
な
ど
を
し
て
く
れ
て

と
て
も
助
か
っ
て
い
る
し
、
舞

台
技
術
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に

は
、
舞
台
照
明
や
音
響
な
ど
で

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
司
会
進
行
で
は

「
朗
読
め
ば
え
」
の
皆
さ
ん
に

助
け
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
、
記

録
写
真
は
、
写
真
サ
ー
ク
ル
の

方
が
撮
影
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
大
勢
の
皆
さ
ん
の

力
を
結
集
し
て
開
催
さ
れ
て
い

る
の
が
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
す
。

舞
台
部
門
の
一
押
し
は
？

　

１
日
目
の
最
後
に
は
「
伊
勢

音
頭
乙
女
会
」
さ
ん
の
ご
指
導

で
伊
勢
音
頭
を
、
２
日
目
の
最

後
に
は
「
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
サ
ー

ク
ル
M’s
」
さ
ん
の
ご
指
導
で
、

会
場
に
い
る
参
加
者
は
も
ち
ろ

ん
、
観
客
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に

ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
も
ら
い
ま

す
。
心
地
よ
い
音
楽
に
合
わ
せ

て
体
を
動
か
す
こ
と
の
楽
し
さ

を
そ
の
場
で
実
感
し
て
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
展
示
部
門
で
は
、
１

階
だ
け
で
な
く
２
・
３
階
に
も

サ
ー
ク
ル
の
素
晴
ら
し
い
成
果

が
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
じ
っ

く
り
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

伊
勢
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
を
見
て
、
た
く
さ
ん
の

サ
ー
ク
ル
の
発
表
の
中
か
ら
自

分
に
合
っ
た
も
の
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
が
も
っ
と
も
っ
と
豊
か

な
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

２
月
８
日
・
９
日
は
、ぜ
ひ
、

い
せ
ト
ピ
ア
に
来
て
く
だ
さ
い

ね
！

（
特
派
員　

岡
田
満
）

新
年
特
別
企
画

ト ピ ア だ よ り

伊
勢
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

運
営
委
員
長
に
聞
く
！
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伊勢市社会福祉協議会（☎⑳8610、FAX⑳8617）
メールアドレス iseshakyo-honsyo@mie.email.ne.jp
ホームページ http://www.mmjp.or.jp/iseshakyo/

第54号
本　　所  御薗町長屋2767
　　　　  ☎⑳8610　FAX⑳8617

伊勢支所  八日市場町13-1
　　　　  ☎㉗2425　FAX㉗2412
二見支所  二見町茶屋456-2
　　　　  ☎435551　FAX434427
小俣支所  小俣町元町536
　　　　  ☎㉗0509　FAX㉗0570
御薗支所  御薗町長屋2767
　　　　  ☎㉒6617　FAX㉒6604

社会福祉法人 伊勢市社会福祉協議会

新
年
の
あ
い
さ
つ

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
、
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
伊
勢
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
並
び
に
諸
活

動
に
対
し
、
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
社
会
・
経
済
情
勢
が
激
動
し
て
い
る
中
、
社
会
福
祉

を
取
り
巻
く
環
境
も
、
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
高
齢

化
の
影
響
は
も
と
よ
り
、少
子
化
の
進
行
に
よ
る
人
口
減
少
は
、

将
来
の
社
会
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
日
常
の
生
活
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
不
可

欠
な
「
生
き
が
い
対
策
事
業
」
や
「
見
守
り
活
動
」
と
い
っ
た

生
活
の
基
盤
的
支
援
は
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
福
祉
面
か
ら
地
域

の
変
化
を
的
確
に
把
握
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
ふ
る
さ
と
で
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
支
援

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
２
期
目
の
「
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活

動
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
指
針
に
沿
っ
て
、
地
域
福
祉
の
推
進
役
と
し
て
、

職
員
一
同
、｢

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
、
さ
ら
に
精
進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

第
18
回
ふ
れ
あ
い
広
場

出
展
者
・
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

　

今
回
で
18
回
目
と
な
る
福
祉

ま
つ
り
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
で

は
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
楽
し
め
る
ま
つ
り
を
目
指

し
て
お
り
、
５
月
開
催
に
向
け

て
動
き
始
め
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
、
出
展
者
・
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
実
行
委
員
と
な
り
、

楽
し
い
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
を

一
緒
に
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

要
件　

次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
人

・・
福
祉
ま
つ
り
「
ふ
れ
あ
い
広

場
」
の
目
的
に
賛
同
し
て
い
る

・・
実
行
委
員
会
の
会
議
に
参
加

で
き
る（
３
回
程
度
、
午
後
７

時
〜
）

・
開
催
予
定
日（
５
月
18
日
㈰
）

の
当
日
、
お
よ
び
前
日
準
備
に

参
加
で
き
る

※
団
体
・
個
人
は
問
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福
祉
協

議
会
二
見
支
所
内
・
ふ
れ
あ
い

広
場
実
行
委
員
会
事
務
局（
☎

43
５
５
５
１
）

第
１
回
実
行
委
員
会
の
予
定

と
き　

１
月
22
日
㈬
、
午
後
７

時
〜

と
こ
ろ　

二
見
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ

伊
勢
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

  

会
長　

池
田
ミ
チ
子

税
額
控
除
制
度
の

適
応
に
つ
い
て

　

伊
勢
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

平
成
25
年
８
月
12
日
か
ら
、
税

額
控
除
対
象
社
会
福
祉
法
人
に

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
伊
勢
市
社
会

福
祉
協
議
会
に
寄
附
を
し
た
個

人
は
、
所
得
税
の
税
額
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

控
除
対
象
と
な
る
の
は
、
平

成
25
年
８
月
12
日
以
降
に
個
人

が
支
出
し
た
寄
附
金
お
よ
び
社

協
会
費
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
伊
勢
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ふれあい広場
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地域福祉活動計画推進事業（社協会費）
赤い羽根共同募金配分金事業

ふれあい・いきいきサロン  活動紹介
リフレッシュクラブ御薗
　平成25年から始まった
ばかりのサロンで、毎週

木曜日に実施していま

す。健康一番！！気持ち

よく体のストレッチをした

り、音楽に合わせて体操

をしたりして楽しんでい

ます。

＜主な活動場所＞
新高公民館

＜主な活動場所＞
離宮院公園

ボランティア  活動紹介

健康づくりをサポートする会
＜活動内容＞

　二見地区を中心に、高齢者施設やサロンなど

で、健康づくりを支援しています。

＜活動のきっかけ＞

　高齢化社会を迎えるに当たり、高齢者を支援

したいという思いから、スポーツ推進委員が中

心になり、平成13年に、この会を立ち上げました。
＜活動していて良かったこと＞

　地域の高齢者に笑顔で喜んでいただいたこと

にやりがいを感じています。

清和クラブ
　毎月、グラウンドゴルフ

で親睦を深めています。９

月には皇學館大学の先生

や生徒さん、健康課の職

員を講師にお招きし、ウォ

ーキングや簡単な筋力トレ

ーニングの方法などを楽し

く学びました。

小俣町消費生活学級…5万円、
ポラリス…2万円

【寄付をいただいた皆さま】
（順不同）

 ありがとうございました
平成25年10月16日～11月15日

　このたび、厚生労働大臣表彰な

る栄誉にあずかり、身の丈以上の

ものを望むことは似つかわしくない

と思っており感謝するばかりです。

　日々健康に恵まれて、さまざま

なボランティア活動の中、配食ボランティアをさせ

ていただいています。

　配食ボランティアでは、友の会の先輩方に学び、

決して私だけに与えられた賞でないと思っています。

　これからも、全国友の会の創立者・羽仁もと子の

思想である「家庭は簡素に、社会は豊富に」を願っ

て、「おいしいねえ」と喜んでいただけるような配食

ボランティアを続けていけるように、学びつつ努め

ていきます。これからもよろしくお願い申し上げます。

佐久間泰子さん（伊勢友の会）
　このたびは、厚生

労働大臣表彰受賞の

栄誉に賜り、会員一

同、心から喜びを感

じますとともに、日頃

ご尽力をいただいて

おります関係機関の方々に深く御礼を申し上げます。

　現在の名称、伊勢市食生活改善推進協議会（愛

称：ヘルスメイト）としてスタートし、はや46年。
140人ほどの会員が「食に関する健康づくり事業」
に取り組んでいます。

　今後は創立50周年を目指し「私たちの健康は私
たちの手で」のスローガンのもと、微力ながら活動

を続けてまいりたいと思います。

（代表　坂村春美さん）

伊勢市食生活改善推進協議会

厚生労働大臣表彰者あいさつ

市負担金〔平成25年度予算額〕
9,518 万 3 千円（運営・福祉ボ
ランティア育成負担金）

 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
配
分
金
事
業

第
５
回
社
会
福
祉
協
議
会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
ッ
プ
新
人

学
童
軟
式
野
球
大
会
を
開
催
！

　

１
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰
に
、

県
営
大
仏
山
公
園
野
球
場
な
ど

６
会
場
で
、
伊
勢
志
摩
地
域
の

19
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
少
年
野

球
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
赤
い
羽
根
共

同
募
金
配
分
金
の
青
少
年
健
全

育
成
事
業
の
一
環
で
、
野
球
を

通
じ
て
社
会
生
活
に
必
要
な
友

情
や
協
調
の
精
神
を
養
う
こ
と

を
目
的
に
開
催
す
る
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
多
く
の
ご
声

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
伊
勢
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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プルタブ開け

いせぼれんだより

いせぼれんだより
伊勢市ボランティア連絡協議会（八日市場町・福祉健康センター内）（☎㉗ 2425、FAX ㉗ 2412）

No.61

皆さまのご支援に感謝
　新年おめでとうございます。
　平素は、皆さまに多大なご支援・ご協力を賜り、誠にあ
りがとうございます。
　秋には、岩手県大槌町に支援ボランティアとして 27人
で再び行ってまいりました。仮設住宅の皆さまに伊勢うど
んやぜんざいなどを召し上がっていただきながら、童謡・
唱歌や伊勢音頭で楽しんでいただきました。仮設住宅にお
住まいの方々は高齢の方が多く、また、復興の遅れを目の
当たりにして「一日も早い安心した生活を」と願わずにい
られない今回でした。
　支援活動に当たり、品物をご提供いただいた大勢の皆さ
まに、あらためて感謝と御礼を申し上げます。
　今年も一同、ボランティア活動に一生懸命取り組んでま
いります。皆さまのご支援をよろしくお願い致します。

伊勢市ボランティア連絡協議会
会長　泰道　詞子

平和な 年

両手を握り、親指側を付けた両手を
左右へ水平に引き離す。

立てた左こぶしの
親指側に右手の人
差し指を当てる。

手話のコーナー

ようやく始まった福祉自助具の製作
　今回のボランティアまつりでは、市の活性化活

動事業補助金の助成をいただき、念願の「福祉自

助具」についての取り組みをすることになり、自

助具の製作 ･展示のコーナーを設けました。

　製作実演では、プルタブ（缶のふた）開けコー

ナーに多数の参加をいただき、多めに用意した材

料も瞬く間になくなり、うれしい誤算でした。

　皆さんの自助具に対する関心の深さと期待の

高さに、今後の活動に確かな

手応えを感じた有意義な一日

でした。

 　　　　　　　　　（小野田）

ボランティアまつりを開催して

ふれあいレストランに参加して
　今年も、皆さまおなじみのボランティアまつり

が７月に開かれ、ふれあいレストランに参加しま

した。今回ご用意したのは、「伊勢友の会」のケ

ーキと紅茶、「ほっと」の伊勢うどん、そして「キ

ッチンフレンド」のフルーツあんみつです。

　25年前からこの活動に加わり、リーダーの私
もメンバーも高齢となりましたが、何とか頑張っ

て今年もフルーツあんみつを作り、皆さまに食べ

ていただきました。そして、「毎年、このあんみ

つを食べて私の夏がくるのよ」と声を掛けてくだ

さる方もいました。

　うれしい励ましですよね。来年も元気に参加し

ていきます！

　　　　　　　　　  　　　　　　　　　（中山）

寄付に感謝
　次のとおり、伊勢市ボランティア連絡協議会に

ご寄付をいただきました。ありがとうございまし

た。

10万421円（匿名）、2万円（匿名）、靴下10足（匿名）
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伊勢まつり会場で出店

大槌町の皆さんと一緒に集合写真

演芸などを通じ大槌町の皆さんと交流

いせぼれんだより

　6月 29日、恒例となっている障がい者体育祭が、
県営サンアリーナのサブアリーナで開催され、参
加者の皆さんは、にこやかな笑顔で多くの競技に
参加しました。会場いっぱいに声援が送られ、時
間を忘れるほどでした。
　伊勢市ボランティア連絡協議会のスタッフは、
受け付けや景品渡し、参加者への付き添い補助な
どを担当しました。もっともっと多くの方々の参
加のもと、体育祭がますます盛り上がっていくこ
とを願っています。　　　　　　　　　　　　　

（福井）

伊勢市障がい者体育祭

　10 月 12 日・13 日、両日とも天候に恵まれ、
パレードも華やかに、伊勢まつりが多くの観客で
にぎわいました。
　伊勢市ボランティア連絡協議会も福祉の店「え
がお」を出店し、福祉施設での手作り品を紹介し
ながら販売しました。東日本大震災の復興支援と
して東北地方の物品を販売したり、市民の皆さま
からお寄せいただいた品々を販売させていただき
ました。ご協力ありがとうございました。

（上村）

大盛況の「伊勢まつり」

　毎月 11 日に、ボランティア団体の活動者が交
代で、イオン伊勢店で行われている黄色いレシー
ト運動に参加しています。
　買い物をして受け取った黄色いレシートを伊勢
市ボランティア連絡協議会の投函箱に入れていた
だくと、イオン伊勢店から協議会に物品の助成を
いただきます。助成は大変助かりますので、今後
とも皆さんの温かいご協力をお願い致します。

（登）

黄色いレシート運動の取り組み

　私は被災地を一度も訪れたことがなかったため、
このボランティアに参加しました。実際に行ってみる
と、仮設住宅に住まわれている皆さんは本当に元気
いっぱいで、逆に私の方が元気をいただいたくらいで
す。しかし、「みんな無理に元気を出している。そう
しないとつぶれてしまうから」という話を聞き、復興
への道のりの遠さを感じました。近い将来、この伊
勢でも発生するといわれる大地震のときには、今回
感じたことを生かせるようにしたいと思います。

（西野）

東日本大震災被災地（岩手県大槌町）への
ボランティアに参加して

　今回のボランティア活動で感じたこと。①津波被
害を受けた街は、すでに雑草に覆われていて、大規
模な震災の復興作業がいかに困難であるかを知らさ
れた。②震災時のビデオ映像を見ながら解説をして
いただき、「大地震が起こったら、津波を見る前に高
台に避難する」ことの大切さを教えられた。③「伊
勢音頭・別れの唄」を聞き、お年寄りが何度も涙を
ぬぐっていたことが印象的だった。

（滋野）

　大槌町へのボランティアとして今回初めて参加させ
ていただき、被災地の「今」を見ることができました。
使われなくなった小学校で、伊勢うどん・ぜんざい
を振る舞い、体育館では仮設住宅住まいの皆さんと
の交流があり充実した内容でした。被災地の方から
直接お話を聞くと、つらかったことや、今でも笑顔の
下には苦労があることが分かり、今後も支援が必要
であると感じました。

（浦）
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介
護
が
必
要
に
な
る
原
因
の

約
半
数
を
生
活
不
活
発
病（
骨

関
節
疾
患
や
認
知
症
な
ど
）
が

占
め
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
希
望
す
る
団
体
を

対
象
に
、
各
地
域
へ
出
向
き
、

生
活
不
活
発
病
を
防
ぎ
、
い
つ

ま
で
も
自
分
ら
し
く
生
き
生
き

と
し
た
生
活
を
送
る
た
め
の
ヒ

ン
ト
に
つ
い
て
、
実
践
を
交
え

て
お
伝
え
し
ま
す
。

と
き　

１
〜
３
月
に
１
回
、
２

時
間
程
度（
日
時
は
応
相
談
）

と
こ
ろ　

各
地
区
公
民
館
、
集

会
所
な
ど

対
象　

65
歳
以
上
の
人
が
10
人

以
上
で
活
動
し
て
い
る
市
内
の

団
体（
平
成
25
年
度
に
実
施
し

た
団
体
を
除
く
）

内
容　

保
健
師
に
よ
る
介
護
予

防
に
関
す
る
講
話
と
実
技（
ひ

ざ
痛
・
腰
痛
予
防
に
関
す
る
講

話
と
自
宅
で
で
き
る
筋
力
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
、
み
ん
な
で
楽
し
く

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
）

定
員　

５
団
体（
先
着
順
）

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員　

下
表

の
と
お
り

対
象　

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ　

お
い
し
く
塩
分
を
控

え
た
料
理

参
加
費　

３
０
０
円（
当
日
持

参
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

米
½
カ
ッ
プ

申
し
込
み　

各
開
催
日
の
３
日

前（
閉
庁
日
の
場
合
は
、
そ
の

前
開
庁
日
）
の
正
午
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
（
午
前
８
時
30
分
〜
）

　

健
康
課（
八
日
市
場
町
・
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

　

（
☎
㉗
２
４
３
５
、FAX
㉑
０
６
８
３
）〔
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〕

予
算
額
は
、
全
て
平
成
25
年
度
分
で
す
。

予
算
額　
30
万
円（
60
回
分
）

ヘルスメイト料理講習会

とき ところ 定員
（先着順）

１月 14日㈫ 小俣保健センター

各 30人
１月 18日㈯

福祉健康センター
１月 23日㈭

１月 24日㈮ ハートプラザみその

１月 25日㈯ 三津コミュニティセンター 20人
※いずれも時間は、午前 9時 30分～午後 1時です。

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

対
象
治
療　

医
師
が
必
要
と
認

め
た
一
般
不
妊
治
療
・
特
定
不

妊
治
療
・
不
育
治
療

※
平
成
25
年
度
か
ら
、
不
育
治

療
を
追
加
し
ま
し
た
。

要
件

・・
法
律
上
の
夫
婦
で
あ
る

・・
治
療
を
受
け
た
人
が
、
治
療

期
間
お
よ
び
申
請
日
に
市
内
に

住
所
を
有
す
る

助
成
内
容　

不
妊
・
不
育
治
療

医
療
費
の
自
己
負
担
額
と
申
請

に
必
要
な
証
明
書
作
成
費
用
の

合
計
金
額（
三
重
県
特
定
不
妊

治
療
費
助
成
事
業
の
助
成
を
受

け
て
い
る
場
合
は
そ
の
助
成
金

額
を
差
し
引
く
）
の
２
分
の
１

（
限
度
額
は
１
年
度
に
つ
き
10

万
円
）

※
助
成
は
１
年
度
に
つ
き
１
回

の
み
と
し
、
不
妊
・
不
育
治
療

合
わ
せ
て
通
算
５
回
ま
で
と
し

ま
す
。

申
請
方
法　

平
成
25
年
度
分
の

申
請
は
、３
月
31
日
㈪
ま
で
に
、

次
の
物
を
持
参
し
健
康
課
へ

・・
伊
勢
市
不
妊
不
育
治
療
医
療

不
妊
・
不
育
治
療
の

医
療
費
を
助
成

費
助
成
金
交
付
申
請
書

・・
伊
勢
市
不
妊
不
育
治
療
医
療

費
に
か
か
る
医
療
機
関
等
証
明

書・・
夫
婦
の
保
険
証

・・
医
療
機
関
な
ど
が
発
行
し
た

領
収
書（
原
本
）

・・
印
鑑

・・
振
込
先
と
な
る
申
請
者
名
義

の
預
金
通
帳

・・
三
重
県
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
事
業
決
定
通
知
書（
交
付
を

受
け
た
人
の
み
）

※
申
請
書
な
ど
は
、
健
康
課
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

予
算
額　
１
１
０
１
万
円
（
う
ち

県
補
助
金
１
０
０
万
円
）

出
張
す
こ
や
か
教
室

〜
み
ん
な
で
楽
し
く
介
護
予
防
〜

予
算
額　
４
万
７
千
円
（
５
回
分
）

〔
国
・
県
な
ど
か
ら
の
補
助
金
あ
り
〕
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薬
は
、
使
い
方
を
誤
る
と
、

効
果
が
十
分
に
表
れ
な
か
っ
た

り
、
効
き
過
ぎ
た
り
と
、
思
わ

ぬ
副
作
用
を
引
き
起
こ
す
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

寝
た
き
り
と
な
る
原
因
の
第

１
位
で
あ
る
脳
血
管
疾
患
な
ど

の
予
防
や
治
療
の
た
め
の
、
正

し
い
薬
の
使
い
方
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

と
き　

１
月
28
日
㈫
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時

内
容　

高
齢
者
の
た
め
の
正
し

い
薬
の
知
識
に
つ
い
て
の
話

（
講
師

：

後
久
正
昭
さ
ん〔
伊
勢

薬
剤
師
会
会
長
〕
）

定
員　

50
人（
先
着
順
）

　

認
知
症
の
中
に
は
、
脳
全
体

を
刺
激
し
て
、
生
き
生
き
と
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
予
防
で
き
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。

離
乳
食
教
室

と
き　

①
１
月
27
日
㈪
・
②
30

日
㈭
、
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

①
小
俣
保
健
セ
ン

タ
ー
、
②
二
見
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
乳
児（
①

生
後
７
〜
11
カ
月
、
②
生
後
６

カ
月
ま
で
）の
保
護
者

内
容　

離
乳
食（
①
後
期
〜
完

了
期
、
②
初
期
〜
中
期
）
の
話

と
試
食

定
員　

①
25
人
・
②
30
人（
先

着
順
）

申
し
込
み　

１
月
６
日
㈪
か

ら
、
電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課

へ予
算
額　
約
35
万
６
千
円（
16
回
分
）

薬
に
つ
い
て
の
講
演
会

〜
高
齢
者
の
た
め
の
正
し
い
薬

の
知
識
〜

介
護
予
防
講
演
会

〜
薬
と
音
楽
で
い
つ
ま
で
も

い
き
い
き
楽
し
く
〜

　

懐
か
し
い
歌
を
歌
っ
た
り
、

楽
器
を
使
っ
た
り
し
て
、
み
ん

な
で
音
楽
を
楽
し
み
な
が
ら
脳

を
刺
激
し
、
認
知
症
予
防
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。

と
き　

１
月
30
日
㈭
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

内
容　

認
知
症
に
つ
い
て
の
講

話
、
認
知
症
予
防
の
た
め
の
音

楽
療
法（
講
師

：

伊
沢
径
世
さ

ん
・
尾
崎
尚
美
さ
ん〔
い
ず
れ

も
音
楽
療
法
士
〕
）

定
員　

１
０
０
人
程
度（
先
着

順
）

共
通
項
目

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
人

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

予
算
額　

６
万
５
千
円
（
４
回
分
）

音
楽
療
法

〜
音
楽
で
脳
い
き
い
き
〜

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん

集
団
検
診
の
再
募
集

乳がん・子宮頸がん検診

とき ところ

定員（先着順）

乳がん 子宮
頸がん

午前 午後 午後
 1 月 15 日㈬ 二見老人福祉センター 19人
 1 月 20日㈪ 中央保健センター 23人   4 人
 2 月  3 日㈪ ハートプラザみその 39人   3 人
 2 月 17日㈪ 中央保健センター 39人   4 人
 2 月 27日㈭ ハートプラザみその 39人   3 人 18人
 3 月  3 日㈪ 中央保健センター 44人 36人 47人
 3 月  6 日㈭ 小俣保健センター 10人   9 人 15人
 3 月 10日㈪ 中央保健センター 45人 42人 59人
受付時間　午前の部：10:00～11:00、午後の部：13:00～14:30

　

下
表
の
と
お
り
、
定

員
に
満
た
な
か
っ
た
日

程
の
再
募
集
を
行
い
ま

す
。

　

申
し
込
み
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、「
広
報
い

せ
」
12
月
１
日
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

休日・夜間応急診療所
小児科医師を募集中！
　休日・夜間応急診療所では、小児科医師の

減少により、現在の診療体制の維持が難しく

なってきています。

　現在の診療体制を維持するため、日曜日の

昼間に小児科を診察していただける医師を募

集しています。

　医師の知人がいる人は、この募集の旨をお

伝えいただき、小児科医師の確保にご協力を

お願いします。

勤務日時　日曜日、午前10時～午後５時（正
　　　　　午～午後１時を除く） 
※都合のつく日だけでも構いません。 
※詳しくは、市のホームページをご覧いただ

　くか、健康課へ問い合わせてください。
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診療時間 診療科目 ■左表以外の診察
　救急医療情報センター
　　（☎㉘ 1199、☎ 0800-100-1199〔音声自動案内〕）
　医療ネットみえのホームページ
　　http://www.qq.pref.mie.lg.jp/
■子どもの急な病気や事故・薬に関する小児科医師による電話相談
　相談時間　毎日、19:30 ～ 23:30
　電話番号　みえ子ども医療ダイヤル
　　　　　　　（☎＃ 8000、☎ 059-232-9955）

休日

日曜日・祝日
12/31 ～ 1/3
10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00

内科・小児科・歯科

夜間 毎日
19:30 ～ 22:00

内科・小児科
（平日夜間は内科医 1人体制）

内科・小児科（☎㉕ 8795）、歯科（☎㉗ 0829）

休日・夜間応急診療所（八日市場町）

予算額　1 億 1,363 万 1千円（うち診療所収入・他町分担金 9,541 万円）

主な相談など

予算額　子育て相談（101回分）110万 3千円、成人健康相談・栄養相談（96回分）103万 1千円〔うち国・県補助金32万 2千円〕

とき ところ とき ところ

①子育て相談 ②成人健康相談・成人栄養相談（成人栄養相談は要予約）

１月  ７日㈫
 ９:30～ 11:00

二見老人福祉センター
１月  ８日㈬  ９:30～ 11:00 小俣保健センター

13:30 ～ 15:00 １月  ９日㈭ 13:30 ～ 15:00 ハートプラザみその

１月 10 日㈮ 10:00 ～ 11:30 四郷地区コミュニティセンター １月 16 日㈭ 13:30 ～ 15:00 中央保健センター

１月 14 日㈫
 ９:30～ 11:00

中央保健センター
１月 22 日㈬  ９:30～ 11:00 二見老人福祉センター

13:30 ～ 15:00 ③エイズ検査

１月 17 日㈮ 10:00 ～ 11:30 城田地区コミュニティセンター 毎週火曜日  ９:00～ 11:00 伊勢保健所
（県伊勢庁舎内）

１月 21 日㈫
 ９:30～ 11:00

ハートプラザみその
第2火曜日 17:30 ～ 19:00

13:30 ～ 15:00 ④こころの健康相談（要予約）

１月 28 日㈫
 ９:30～ 11:00

小俣保健センター １月 23日㈭ 13:00 ～ 15:00 県志摩庁舎
13:30 ～ 15:00

対象　①②市内在住の人、③④県内在住の人
問い合わせ　①②健康課（☎㉗ 2435）、③伊勢保健所（☎㉗ 5137）、④伊勢保健所（☎㉗ 5148）

みんなの広場

時１月５日㈰、14:30～16:00　所いせ市民活動
センター北館（いせシティプラザ）・2階会議室Ｂ
内クラシックギター（6弦・11弦）の新春コンサー
トです。「春の海」「さくら」などの曲を聴いてい
ただきます。（演奏：広垣進）　定20人（先着順）
料800円

伊勢市クラシックギターを楽しむ会（☎090-5618-4463）
新春のギター独奏会

　このコーナーは、市民団体の皆さんが、イベント案内
や会員募集などに利用できるコーナーです。参加費など
の記載のないものは無料です。

時１月25日㈯、13:30～15:00　所生涯学習センタ
ーいせトピア・３階研修室１・２　対市内在住の人

および同会会員　内カナダ人落語家・桂三
サンシャイン

輝が、
三重県について落語を交え語ります。県の観光
キャンペーンPR隊長から、どんな話題が飛び出
すのか。　定 60人（先着順）

三重県友の会伊勢支部（☎22-2892）
講演会～カナダから見た三重～

時とき  所ところ  対対象　内内容　定定員
料料金　申申し込み

３月 １日号＝１月15日㈬
３月 15日号＝１月31日㈮

掲載申し込み
締め切り

時１月２日㈭、10:00～15:00　所祥裕会教室（勢
田町338-10）　対小・中学生　内学校の課題作品
や、展覧会に出品する作品を書きます。（書道具
は持参）　定30人（先着順）　料500円

祥裕会（☎23-3187）
書き初め会
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参加費などの記載のない
ものは無料

情 ーナーコ
報

募 

集

　

セ
ー
フ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
レ
デ

ィ
と
は
、
伊
勢
度
会
地
区
交
通

安
全
対
策
協
議
会（
伊
勢
市
・

玉
城
町
・
南
伊
勢
町
・
度
会
町

で
組
織
す
る
交
通
安
全
活
動
を

推
進
す
る
団
体
）
が
委
嘱
す
る

交
通
安
全
指
導
員
で
す
。

　

同
協
議
会
で
は
、
次
の
と
お

り
セ
ー
フ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
レ
デ

ィ
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
く

交
通
政
策
課（
☎
21
５
５
０
８
）

セ
ー
フ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
レ

デ
ィ（
交
通
安
全
指
導
員
）

を
募
集

人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　

伊
勢
市
・
玉
城
町
・

南
伊
勢
町
・
度
会
町
に
在
住
し

て
い
る
お
お
む
ね
40
歳
ま
で
の

女
性
で
、
過
去
３
年
以
内
に
交

通
事
故
・
交
通
違
反
を
犯
し
た

こ
と
が
な
く
、
交
通
安
全
に
対

す
る
理
解
と
熱
意
が
あ
る
人

任
期　

４
月
１
日
〜
平
成
27
年

３
月
31
日（
１
年
間
）

※
申
し
出
が
な
け
れ
ば
自
動
的

に
継
続
し
ま
す
。

活
動
内
容　

幼
児
・
児
童
・
生

徒
・
女
性
・
高
齢
者
・
身
体
障

が
い
者
な
ど
に
対
す
る
交
通
安

全
教
育
、
各
種
交
通
安
全
行
事

へ
の
参
加
な
ど

※
活
動
に
応
じ
て
報
酬（
旅
費

を
含
む
）を
支
給
し
ま
す
。

募
集
人
数　

２
人（
予
定
）

申
し
込
み　
１
月
31
日
㈮
（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
応
募

用
紙（
同
課
に
あ
り
ま
す
）を
、

直
接
ま
た
は
郵
送
で
同
課（
〒

516

－

8601
岩
渕
１
丁
目
７

－

29
）

へ選
考
方
法　

書
類
審
査
・
面
接

※
面
接
日
・
会
場
は
応
募
者
に

後
日
連
絡
し
ま
す
。

　

市
役
所
本
館
・
１
階
市
民
ホ

ー
ル
に
あ
る
総
合
案
内
は
、
市

役
所
が
分
か
り
や
す
く
親
し
み

や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う
設
置

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

平
成
26
年
度
も
、
市
民
の
目

線
で
親
し
み
や
す
く
、
よ
り
良

い
総
合
案
内
に
し
て
い
く
た
め

に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
案
内
を

し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
日
時　

４
月
１
日
〜
平
成

27
年
３
月
31
日
の
市
役
所
開
庁

日
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

活
動
内
容　

来
庁
者
の
問
い
合

わ
せ
に
応
じ
、
各
課
へ
の
案
内

を
行
う

募
集
期
間　

１
月
６
日
㈪
〜
27

日
㈪

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

管
財
契
約
課（
☎
21
５
５
２
６
）

総
合
案
内
の
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
を
募
集

広
告

試
験
・
講
座

試
験
種
類

・・
甲
種
…
特
・
１
・
２
・
３
・

４
・
５
類

・・
乙
種
…
１
・
２
・
３
・
４
・

５
・
６
・
７
類

試
験
日　

３
月
９
日
㈰

試
験
場
所　

高
田
中
学
校
・
高

等
学
校（
津
市
一
身
田
町
２
８

４
３
）

申
込
期
間　

１
月
17
日
㈮
〜
28

日
㈫（
電
子
申
請
の
場
合
は
１

月
14
日
㈫
〜
25
日
㈯
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
三
重
県
支
部（
☎

消
防
本
部
予
防
課（
☎
25
１
２
６
８
）

消
防
設
備
士
試
験

０
５
９
・
２
２
６
・
８
９
３
０
）

※
受
験
願
書
は
、各
消
防
本
部
・

消
防
署
、
各
県
庁
舎
、
三
重
県

消
防
・
保
安
課
、
一
般
財
団
法

人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
三

重
県
支
部
に
あ
り
ま
す
。

※
電
子
申
請
を
す
る
場
合
は
、

一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.shoubo-shiken.

or.jp/

）か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
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左
表
の
と
お
り
、
高
齢
求
職

者
を
対
象
と
し
た
技
能
講
習
を

行
い
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
伊
勢
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
23
６
９
１
５
）

高
齢
者
の
雇
用
・
就
業
の

た
め
の
技
能
講
習

植
木
剪せ

ん

定て
い

講
習
・
草
刈
講
習

試
験
日　

３
月
11
日
㈫

試
験
場
所　

松
阪
高
等
学
校

試
験
内
容　

面
接
・
作
文

出
願
期
間　

２
月
21
日
㈮
〜
26

日
㈬

※
２
月
２
日
㈰
・
午
後
２
時
〜

３
時
30
分
に
、
学
校
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。（
１
週
間
前
ま

で
に
電
話
予
約
が
必
要
）

松
阪
高
等
学
校

（
☎
０
５
９
８
・
３
０
・
５
３
０
０
）

松
阪
高
等
学
校

通
信
制
課
程
入
試

催
し
物

Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
作
り
講
習
会

と
き　

１
月
25
日
㈯
、
午
前
10

時
〜
正
午

と
こ
ろ　

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ（
西
豊
浜
町
６
５
３
）

内
容　

Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
を
使
っ
て

生
ご
み
を
土
に
返
す
方
法
を
学

び
、
環
境
に
優
し
い
生
活
を
目

指
し
ま
し
ょ
う

定
員　

30
人（
先
着
順
）

持
ち
物　

ふ
た
付
き
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
箱（
縦
・
横
・
深
さ
の

合
計
が
70
㎝
以
内
）、
エ
プ
ロ
ン

申
し
込
み　

１
月
10
日
㈮
か
ら
、

同
プ
ラ
ザ
へ

※
１
家
族
1
人
に
限
り
ま
す
。

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
☎
38
２
８
０
０
）

お
知
ら
せ

　

私
た
ち
の
周
り
に
は
、
い
ろ

い
ろ
な
考
え
方
を
持
っ
た
人
が

暮
ら
し
て
お
り
、
知
ら
ず
知
ら

ず
の
間
に
、
他
人
の
人
権
を
侵

害
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

「
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な

い
か
？
」
と
感
じ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　

そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
人

権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
相
談

（
25
ペ
ー
ジ
参
照
）を
利
用
し
た

り
、
同
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
電
話
に
よ
る
相
談

も
行
っ
て
い
ま
す
。

人
権
政
策
課（
☎
21
５
５
４
６
）

ご
存
じ
で
す
か
？

人
権
相
談

高齢者の雇用・就業のための技能講習
講習名 植木剪定講習 草刈講習

とき

①講義
1月 18日㈯
　9:00 ～ 12:00
②実技
1月 25日㈯
　9:00 ～ 12:00
　〔雨天の場合は 1月
　26日㈰〕

1月 30日㈭
　13:30 ～ 15:30
　〔雨天の場合は 1月
　31日㈮〕

ところ ①御薗公民館
②伊勢総合病院周辺

宮川親水公園

対象

60 歳以上の求職者で、
植木剪定が趣味で、同
センター入会後に植木
剪定の就業を希望する
人

60歳以上の求職者で、
同センター入会後に草
刈りの就業を希望する
人

定員 25 人（先着順） 10人（先着順）

持ち物 はさみ類 草刈機など

申込期間 1 月 7日㈫～14日㈫ 1月 16日㈭～23日㈭

  

い
せ
ト
ピ
ア
ま
な
び
の
パ
ス
ポ
ー
ト

  

ス
タ
ン
プ
対
象
事
業

広
告
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平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、

市
内
に
事
業
用
の
償
却
資
産
を

所
有
し
て
い
る
人
は
、
１
月
31

日
㈮
ま
で
に
、
同
係
へ
償
却
資

産
申
告
書
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個

人
で
工
場
・
商
店
・
飲
食
店
・

農
業
・
ア
パ
ー
ト
経
営
な
ど
を

し
て
い
る
人
が
、
そ
の
事
業
の

た
め
に
所
有
し
て
い
る
構
築

物
・
機
械
・
器
具
・
備
品
な
ど

の
固
定
資
産
を
言
い
ま
す
。

（
例

：

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
受

変
電
設
備
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
、
大
型
特
殊
自
動
車
、
パ
ソ

コ
ン
、
事
務
机
、
エ
ア
コ
ン
、

厨
房
設
備
、
看
板
な
ど
）

ｅエ

ル

タ

ッ

ク

ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
電
子
申
告
を

　

伊
勢
市
で
は
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ

（
地
方
税
の
電
子
申
告
）を
導
入

し
て
お
り
、
従
来
は
紙
で
行
っ

て
い
た
償
却
資
産
の
申
告
に
つ

い
て
、
自
宅
や
事
務
所
の
パ
ソ

コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

課
税
課
固
定
資
産
税
係

（
☎
21
５
５
３
３
）

償
却
資
産
の
申
告

利
用
し
て
手
続
き
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

eltax.jp

）を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

（
☎
０
５
７
０
・
０
８
１
４
５
９
）

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産
保
有
状
況
の
調
査

　

市
で
は
、
よ
り
適
正
・
公
平

な
課
税
を
す
る
た
め
、
償
却
資

産
の
保
有
状
況
に
つ
い
て
、
実

地
調
査
ま
た
は
固
定
資
産
台
帳

の
郵
送
に
よ
り
簡
易
調
査
を
行

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

半
島
振
興
法
の
対
象
業
種
で

あ
る
製
造
業
・
旅
館
業
に
つ
い

て
は
、
一
定
額
以
上
の
設
備
投

資
を
し
て
い
れ
ば
、
対
象
資
産

の
税
額
を
３
年
間
減
額
す
る
特

例
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
特
例
措
置
の
適
用
を
受

け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

※
要
件
・
申
請
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
同
係
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

製
造
業
・
旅
館
業
を

経
営
し
て
い
る
皆
さ
ま
へ

　

市
で
は
、
木
造
住
宅
の
無
料

耐
震
診
断
や
、
耐
震
補
強
工
事

な
ど
に
要
す
る
費
用
の
補
助
を

行
い
、
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
木
造
住
宅
無
料
耐

震
診
断
の
受
け
付
け
は
１
月
31

日
㈮
で
終
了
し
ま
す
。
診
断
を

希
望
す
る
人
は
、
同
課
・
各
総

合
支
所
地
域
振
興
課
・
各
支
所

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
耐
震
補
強
設
計
・
耐
震
補
強
・

ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
に
対
す
る
補

助
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
同
課

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

危
機
管
理
課（
☎
21
５
５
２
３
）

１
月
31
日
で
受
け
付
け
を
終
了

木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断

木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断

対
象
住
宅　

昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
完
成
し
た
３
階
以
下

の
木
造
住
宅（
ロ
グ
ハ
ウ
ス
・

プ
レ
ハ
ブ
住
宅
な
ど
は
対
象

外
）

※
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
べ

床
面
積
の
２
分
の
１
を
超
え
る

部
分
が
住
宅
用
で
あ
る
こ
と
が

要
件
で
す
。

申
し
込
み　

住
宅
の
所
有
者
ま

た
は
所
有
者
の
同
意
を
得
た
居

住
者
が
、
住
宅
の
建
築
年
月
が

分
か
る
資
料
・
印
鑑
を
持
参
し
、

同
課
・
各
総
合
支
所
地
域
振
興

課
・
各
支
所
へ

※
居
住
者
と
所
有
者
が
異
な
る

場
合
は
所
有
者
、
共
同
住
宅
な

ど
の
場
合
は
居
住
者
全
員
の
同

意
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

広
告

予
算
額〔
平
成
25
年
度
〕

５
４
０
万
円
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平
成
25
年
中
に
支
払
っ
た
国

民
健
康
保
険
料（
税
）、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険

料
の
納
付
済
み
額
を
、
１
月
下

旬
に
、
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

市
・
県
民
税
の
申
告
と
所
得

税
の
確
定
申
告
の
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
は
が
き
は
、
保
険
料
ご
と
に

別
々
に
送
付
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料（
税
）に
つ
い
て

…
医
療
保
険
課
国
民
健
康
保
険
料

係（
☎
21
５
５
５
０
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い

て
…
医
療
保
険
課
福
祉
医
療
係

（
☎
21
５
５
５
２
）

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
…
介
護
保

険
課（
☎
21
５
５
６
４
）

国
民
健
康
保
険
料（
税
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

介
護
保
険
料

納
付
済
み
額
を
通
知

　

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両

方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え

て
負
担
し
た
金
額
を
「
高
額
医

療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
」

と
し
て
支
給
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
加
入
者
…
医
療
保

険
課
国
民
健
康
保
険
給
付
係

（
☎
21
５
６
４
６
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
…

三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合（
☎
０
５
９
・
２
２
１
・
６
８
８

４
）、医
療
保
険
課
福
祉
医
療
係（
☎

21
５
５
５
２
）

高
額
医
療
・
高
額
介
護
の

費
用
負
担
を
軽
減

　

両
方
の
自
己
負
担
額
を
年
間

（
平
成
24
年
８
月
〜
平
成
25
年

７
月
）
で
合
算
し
、
左
表
の
自

己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合

に
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て

い
る
人
で
支
給
対
象
の
人
に

は
、
１
月
下
旬
に
通
知
を
発
送

し
ま
す
の
で
、
医
療
保
険
課
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
そ
の

他
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療

保
険
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
）

※
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た

金
額
が
５
０
０
円
以
下
の
場
合

は
、支
給
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
同
じ
世
帯
で
あ
っ
て
も
、
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
別
に
計
算
し
ま
す
。

※
平
成
24
年
８
月
〜
平
成
25
年

７
月
に
、
次
に
該
当
す
る
異
動

が
あ
っ
た
世
帯
へ
は
通
知
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、

医
療
保
険
課
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

・・
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
資
格
取

得
・
喪
失
を
し
た
人

・・
市
外
の
介
護
保
険
に
加
入
し

て
い
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
た
人

国民健康保険加入者の自己負担限度額

所得区分
国民健康保険＋介護保険

70歳未満 70～74歳
上位所得者 126万円

現役並み所得者 67万円

一般 67万円 56万円

区分Ⅱ
34万円

31万円

区分Ⅰ 19万円

・・上位所得者：世帯員全員の所得の合計が 600
　万円を超える世帯の人
・・現役並み所得者：高齢受給者証の負担割合が「3
　割」の人
・・区分Ⅱ：世帯主および同一世帯の国民健康保険
　加入者全員が住民税非課税である世帯の人
・・区分Ⅰ：世帯主および同一世帯の国民健康保険
　加入者全員の所得が 0円（年金収入 80万円以
　下など）の世帯の人
・・一般：上記のいずれにも該当しない人

後期高齢者医療制度加入者の自己負担限度額
所得区分 後期高齢者医療制度＋介護保険

現役並み所得者 67万円

一般 56万円

区分Ⅱ 31万円

区分Ⅰ 19万円

・・現役並み所得者：被保険者証の負担割合が「3
　割」の人
・・区分Ⅱ：世帯員全員が住民税非課税である世帯
　の人
・・区分Ⅰ：世帯員全員の所得が0円（年金収入80
　万円以下など）の世帯の人
・・一般：上記のいずれにも該当しない人

遺品整理遺品整理
広
告
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時とき　所ところ　対対象　定定員　申申し込み　問問い合わせ先

  予算額〔平成25年度〕 7,305 万 4千円（市主催分のみ）1月の無料相談
法　律
※担当弁護士が、既に相手方の相談を受けて
　いる場合は、相談を受けることはできません。

時毎週月曜日、13:30～15:30〔１月13日
は祝日のため、14日㈫に行います〕
所広報広聴課（☎㉑5515）
対市内に住所を有する人
定８人（定員を超えた場合は抽選）
申相談日当日の13:15までに広報広聴
課へ来所

時１月９日㈭、13:30～15:30
所小俣保健センター
対市内に住所を有する人
定４人（定員を超えた場合は抽選）
申 12月24日㈫～１月８日㈬に、社会福祉
協議会小俣支所（☎㉗0509）へ来所また
は電話の上、相談日当日の13:15までに来所

時１月16日㈭、13:30～15:30
所社会福祉協議会御薗支所（ハートプ
ラザみその北側事務所棟）

対市内に住所を有する人
定４人（定員を超えた場合は抽選）
申１月９日㈭～15日㈬に、社会福祉協議
会御薗支所（☎㉒6617）へ来所または電
話の上、相談日当日の13:15までに来所

消費生活・多重債務
（消費者被害の相談・クレジット・消費者金融など）

時月～金曜日、9:00～12:00・13:00～16:00
所伊勢市消費生活センター〔市役所本
館・２階〕（☎㉑5717）

【司法書士による多重債務相談】
時１月16日㈭、9:30～11:30
所伊勢市消費生活センター
定４人（先着順）
申１月６日㈪・9:00以降、伊勢市消費
生活センター（☎㉑5717）へ電話

時２月６日㈭、13:30～15:30
所福祉健康センター
対市内に住所を有する人
定４人（定員を超えた場合は抽選）
申１月30日㈭～２月５日㈬に、社会福祉
協議会伊勢支所（☎㉗2425）へ来所または
電話の上、相談日当日の13:15までに来所
※１月中に申し込みを開始するため、今月号
　に掲載しています。

交通事故

時１月15日㈬、13:00～15:00
所広報広聴課（☎㉑5515）
定４人（先着順）
申相談日当日の8:30～14:30に、広報広
聴課へ来所または電話

時月～金曜日、9:00～16:00
所三重県交通事故相談窓口〔三重県栄
町庁舎・3階〕（☎059・228・7350）

行　政

時１月14日㈫、13:00～15:00
所二見生涯学習センター
問二見総合支所地域振興課（☎421111）

時１月21日㈫、13:00～15:00
所広報広聴課（☎㉑5515）

時１月28日㈫、13:00～15:00
所小俣公民館
問小俣総合支所地域振興課（☎㉒7858）

人　権

時１月９日㈭、13:00～16:00（受け付け
は15:00まで）
所広報広聴課（☎㉑5515）

時火・水・金曜日、9:30～16:30
所津地方法務局伊勢支局（☎㉘6158）

公　証 （遺言・契約証明）

時１月９日㈭、13:00～16:00（受け付け
は14:00まで）
所広報広聴課（☎㉑5515）

家庭児童・女性 （児童虐待・DVなど）

時月～金曜日、9:00～17:00
所こども家庭相談センター〔市役所東
庁舎・２階〕（☎㉑5709）

母　子

時月～金曜日、9:00～17:00
所こども課（☎㉑5561）

乳幼児

時月～金曜日、9:00～16:00
所大世古保育所（☎㉕3676）

小・中学生
（子育ての悩みや不安、不登校・いじめ・友人
関係・学習など）

時月～金曜日、8:30～17:15
所スマイルいせ〔小俣総合支所・３階〕
（☎㉒7867）

【臨床心理士によるカウンセリング（要予約）】
時月～金曜日、9:00～17:00
対小・中学生、保護者

青少年 （非行問題など）

時月～金曜日、8:30～17:15
所青少年相談センター〔小俣総合支所・
２階〕（☎㉒7894）

就　職

時月・火・木～土曜日、9:00～18:00
所いせ市民活動センター北館（いせシ
ティプラザ）

対 39歳までの人またはその保護者、学
校の進路担当教諭

問いせ若者就業サポートステーション
（☎636603）

障がい者・障がい児
（福祉サービスの利用相談・日常生活の相談
支援など）

時月～金曜日、9:30～17:30
所障害者総合相談支援センター「フク
シア」（岩渕2丁目4-9、☎㉑3633、FAX
⑳6535）〔訪問による相談も可能〕

高齢者在宅介護

時月～金曜日、8:30～17:15
所地域包括支援センター（☎㉑5583）
　 東地域包括支援センター（☎441165）
　 西地域包括支援センター（☎⑳5055）
　 南地域包括支援センター（☎㉑0080）

時毎日24時間対応
所各在宅介護支援センター〔神路園（☎
㉒6012）、双寿園（☎㉓9231）、白百合
園（☎㉗1511）、山咲苑（☎㉓8000）、正
邦苑（☎381800）、みなと（☎350811）、
楽寿苑（☎㉛0050）、二見ふれあいプラ
ザ（☎434423）、小俣（☎㉗1155）〕

心配ごと　※いずれも、電話相談も可能。

時１月８日㈬、13:30～15:30
所小俣保健センター
問社会福祉協議会小俣支所（☎㉗0509）

時１月15日㈬、13:30～15:30
所福祉健康センター
問社会福祉協議会伊勢支所（☎㉗2425）

時１月22日㈬、13:30～15:30
所社会福祉協議会御薗支所〔ハートプ
ラザみその北側事務所棟〕（☎㉒6617）

時１月29日㈬、13:30～15:30
所社会福祉協議会二見支所〔二見ふれ
あいプラザ内〕（☎435551）

登　記

時 １月14日㈫、13:00～16:00（受け付
けは15:00まで）
所広報広聴課（☎㉑5515）
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